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成人が 18 歳になったので 「二十歳を祝う会」

が催されました。

島に久々に帰って来た子供達の成長も見られ、

小さい時から見守ってきたこともあり、 目もウ

ルッとなる方もいました。 島が賑やかでとても

華やかさに包まれました。

20 歳になり将来小笠原を支えていただければ

ありがたいですネ！　　　　　　　　　　安藤重行
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令和５年第４回定例会においてこんなことが決まりました！
開催日　12月 13日、14日

○ 専決処分事項報告及び承認について1件

※小笠原村民みんなのクーポン券について承認しました。

○ 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の

　  一部を改正する条例ほか条例改正６件

○ 令和5年度一般会計補正予算他補正予算6件

○ 指定管理者の指定について3件　○ 金融機関の指定2件　

○ 新たに生じた土地の確認について　○ 権利の放棄について　他

総務委員会 12月14日

今月 29 日が
利用期限です。
皆さん利用し
ましょう！

片股敬昌 委員長　平野悠介 副委員長

小笠原諸島世界自然遺産

関連する主な会議のスケジュール、 小笠原村愛玩

動物の適正な飼養及び管理に関する条例 （ペット条

例審議会の答申等）、 平島ネズミ対策等について報

告、 質疑がありました。

【問】　ネズミ対策で投下した紙パック（殺鼠剤）のロー

プは回収するのか。 自然には影響ないのか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（安藤）

住宅政策

東京都小笠原住宅の整備、 住宅モデル事業、 ９月

総務委員会からの要求事項について報告、 質疑が

ありました。

【問】　母島静沢分譲地の検討状況は （宮城）

硫黄島調査特別委員会 12月14日

その他

・ 硫黄島島民平和祈念墓地公園管理事業 （年６回） 

第３回 ： １０月１２日～１７日

第４回 ： １１月１７日～２３日

・硫黄島及び北硫黄島旧島民の墓参 （東京都主催）

１０月１７日～１８日  旧島民３８名参加

・日米硫黄島戦没者合同慰霊追悼顕彰式（硫黄島協会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　３月３０日予定

・ 硫黄島戦没者追悼式 （東京都主催） １月１８日予定 

・ 硫黄島慰霊巡拝事業 （厚生労働省主催）

第２回次慰霊巡拝 ３月６日 実施予定

・ 硫黄島重機の管理についての報告 （総務課長）

遺骨収集帰還事業について

第２回目 ： ９月２７日～１０月１１日実施　収容柱数２２柱

第３回目 ： １１月２１日～１２月５日 中止

【問】　滑走路下の調査についての現状は （安藤）

訓練について

ＨＲＳ訓練、潜水訓練、ＬＣＡＣ （エアークッション艇）

訓練、 米海兵隊による訓練について

杉田一男 委員長　安藤重行 副委員長

令和5年9月の委員会以降の硫黄島に関する動きについて報告がありました。

令和5年9月の委員会以降に航空路開設推進に関する動きについて村長の陳情活動、来島

者の視察等の報告がありました。

小笠原航空路開設推進特別委員会 12月14日 稲垣勇 委員長　平野悠介 副委員長

【問】　ペット条例審議会答申にあるドッグランの整備

について （平野）
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一般質問

南海トラフ巨大地震に備える

清水 良一

村長...備蓄は１週間分。
被災情況を想定した
準備が重要。

最
新
の
被
害
想
定
と
避
難
者
数
、
宿
泊
を
伴

う
避
難
受
入
れ
人
数
は
？

父
島
全
壊
1
8
7
棟
半
壊
1
0
5
棟
死
者
6

名
、
母
島
全
壊
4
4
棟
半
壊
1
3
棟
死
者
3
名
、　

同
地
震
に
よ
る
避
難
者
数
最
大
で
父
島
1
5
5
0

人
母
島
で
2
6
5
人
合
計
1
8
1
5
人
、
宿
泊

を
伴
う
避
難
所
受
け
入
れ
人
数
は
父
島
母
島
併

せ
て
1
5
0
0
人
程
度
。
感
染
症
対
策
も
考
慮
。　

発
電
所
や
お
が
さ
わ
ら
丸
が
被
災
す
れ
ば
サ

バ
イ
バ
ル
な
長
期
の
孤
立
化
が
想
定
さ
れ
る
、
自

助
共
助
の
強
化
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
た
め

に
も
防
災
キ
ャ
ン
プ
と
い
う
体
験
型
防
災
訓
練
を

取
り
入
れ
て
み
て
は
？

自
助
の
た
め
の
知
恵
や
技
術
の
学
び
や
、
地
域

で
や
る
こ
と
の
共
助
に
つ
い
て
は
歓
迎
す
る
。
当
村

に
お
い
て
避
難
所
体
験
訓
練
等
ど
の
よ
う
に
行
え

る
か
は
検
討
し
て
い
く
。

防
災
と
地
球
温
暖
化
対
策
、
双
方
に
有
効
な

機
材
と
し
て
平
時
に
も
使
え
る
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

付
き
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
の
導
入
促
進
を
考
え
て
み

て
は
？自

助
の
部
分
で
村
民
の
皆
さ
ん
が
備
え
て
い

た
だ
く
こ
と
は
歓
迎
、
村
が
直
接
支
援
で
き
る
メ

ニ
ュ
ー
の
考
え
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。

　【一般質問通告一覧】

● 小笠原村の防災政策について（清水良一）

● 島の防災全般について（平野悠介）

● 戦跡資料の保存と展示、島のゴミ分別の展望について（宮城ジャイアン）

● 地域防災力の充実強化について（安藤重行）

● 商工会について（杉田一男）

● 母島支所での郵便事業の進捗状況について（稲垣勇）

● 戦争と平和について考える（片股敬昌）

■問□答■問□答■問□答
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台
風
、
豪
雨
、
火
山
性
津
波
の
危
険
が
相
次

い
だ
。
防
災
に
関
す
る
気
象
庁
へ
の
要
望
状
況
は
。

気
象
レ
ー
ダ
ー
の
設
置
を
以
前
か
ら
要
望
。

津
波
災
害
に
対
し
て
観
測
機
器
設
置
を
求
め
る
意

見
書
を
提
出
。
本
年
11
月
に
は
東
京
島
嶼
町
村

会
、
町
村
議
会
議
長
会
連
盟
で
要
望
書
を
提
出
。

東
京
都
も
緊
急
要
望
。

消
防
団
の
定
員
割
れ
に
対
す
る
団
員
確
保
は
。

ま
た
、
新
し
い
普
通
免
許
で
は
消
防
車
両
の
運
転

が
で
き
な
い
。
準
中
型
免
許
の
取
得
支
援
は
。

村
民
だ
よ
り
12
月
号
の
募
集
告
知
で
入
団
検

討
の
判
断
材
料
を
多
く
掲
載
。
準
中
型
免
許
を
所

有
す
る
団
員
確
保
の
た
め
、
免
許
取
得
、
限
定
解

除
の
費
用
助
成
を
検
討
中
。

家
庭
で
の
備
蓄
に
つ
い
て
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

と
い
う
形
態
も
あ
る
が
、
取
り
入
れ
て
広
報
し
て
は
。

一
週
間
分
の
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
「買
い
置
き
習

慣
」
と
い
う
形
で
お
願
い
し
て
い
る
。
今
後
も
工
夫

を
し
な
が
ら
効
果
的
な
お
願
い
を
目
指
し
て
い
く
。

お
が
さ
わ
ら
丸
の
機
関
ト
ラ
ブ
ル
は
、
一
隻
に

依
存
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
脆
弱
性
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
村
の
対
応
は
。

都
知
事
に
意
見
交
換
の
場
で
報
告
。
国
や
都

な
ど
の
行
政
機
関
、
航
路
事
業
者
と
も
連
携
を
図

り
、対
応
策
の
構
築
に
向
け
た
努
力
を
進
め
る
。

□答 ■問

戦跡資料の保存と展示/島のゴミ分別の展望は？

宮城 ジャイアン

一般質問

村長...国や都、航路事業者と連携を図り、
　　　　対応策の構築に向けた努力を進める

おがさわら丸機関トラブル、村の対応は

平野 悠介

■問□答■問□答■問

教育長...本村の成り立ちに関わる
　　　　　　資料は重要と認識。

環境課長...プラごみは資源化へ。

□答

父
島
・
母
島
に
は
平
和
記
念
館
等
が
な
く
、

戦
跡
資
料
の
保
存
や
展
示
が
ほ
ぼ
な
い
。
島
の
歴

史
を
学
ぶ
の
に
不
可
欠
だ
が
、
作
る
予
定
は
？

重
要
だ
が
、
施
設
更
新
の
建
築
が
続
く
の
で
近

年
は
難
し
い
。
予
定
は
な
い
。

戦
争
資
料
を
個
人
で
保
管
の
場
合
が
あ
る
が
、

高
齢
化
で
時
間
的
猶
予
が
な
い
が
？

個
別
に
相
談
を
お
願
い
し
た
い
。

内
地
の
ゴ
ミ
処
理
業
者
を
訪
問
済
み
。
島
も

プ
ラ
ご
み
を
焼
却
で
は
な
く
、
資
源
化
し
て
拠
点
回

収
か
ら
始
め
て
み
て
は
？
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル

も
剥
が
し
て
は
資
源
化
は
ど
う
か
？

今
は
未
広
報
で
環
境
課
前
で
試
験
回
収
し
て
い

る
。
今
後
は
ラ
ベ
ル
剥
が
し
も
含
め
、
段
階
的
に

村
全
体
で
プ
ラ
資
源
回
収
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

父
島
の
生
ゴ
ミ
回
収
の
問
題
は
？
プ
ラ
資
源
化

と
同
時
に
意
味
が
あ
る
。
外
部
委
託
、
拠
点
回
収

な
ど
は
？

現
在
は
一
割
を
農
家
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
回
収
で
肥

料
に
し
て
い
る
。
コ
ン
ポ
ス
ト
や
家
庭
で
で
き
る
工

夫
の
啓
発
、
母
島
式
も
検
討
し
て
い
く
。

段
ボ
ー
ル
も
資
源
と
し
て
搬
出
し
て
い
る
が
、

雨
で
濡
れ
る
と
焼
却
に
な
る
。
知
ら
な
い
人
が
多

い
の
で
、
も
っ
と
啓
発
し
て
は
？

村
民
に
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
意
識
が
浸
透

す
る
よ
う
、
啓
発
、
広
報
し
て
い
く
。

■問□答■問■問■問■問 □答□答□答□答
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商
工
会
事
務
局
運
営
に
つ
い
て
今
ま
で
3
人
体

制
で
維
持
さ
れ
て
き
た
が
現
在
1
名
し
か
い
な
い
。

今
後
の
対
応
は
。

上
部
団
体
の
商
工
会
連
合
会
へ
年
明
け
の
人

材
派
遣
を
要
請
し
て
い
る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

私
が
商
工
会
連
合
会
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

本
部
で
も
人
材
不
足
で
あ
り
、
要
請
を
す
べ
て
受

け
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
と
聞
い
て
い
る
。
新
た
な

職
員
確
保
に
つ
い
て
も
話
は
聞
い
て
は
い
る
が
現
状

の
人
材
不
足
状
態
が
続
く
中
で
は
と
て
も
会
の
正

常
運
営
は
見
込
め
な
い
と
感
じ
る
。
補
助
金
交
付

し
て
い
る
村
と
し
て
こ
の
状
況
を
ど
う
と
ら
え
、
考

え
て
い
る
の
か
。

商
工
会
か
ら
は
人
材
不
足
で
は
あ
る
が
会
員

に
心
配
の
な
い
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
る
と
報
告
を

受
け
て
い
る
。
ま
た
、
相
談
を
受
け
れ
ば
協
力
し

て
い
く
。

□答

村長...地域防災力は消防団、職員一丸で強化。

総務課長...自治組織は村民の自主性で設立

　　　　　　　　  を望む。

村長...村の商工振興を図る上で必要な組織。
　　　　商工会事務局体制については定期的に確認
　　　　する。

地域防災力の充実強化と自治組織の確立は？

商工会について

安藤 重行

杉田 一男

■問 ■問□答

一般質問

消
防
団
を
中
心
と
し
た
地
域
防
災
力
強
化
の

た
め
の
処
遇
改
善
・
入
団
促
進
・
新
た
な
取
り
組

み
は
？消

防
団
員
は
定
員
90
名
。
現
在
50
名
で
実
質

1
名
減
。
団
員
補
充
は
重
要
な
課
題
。
処
遇
改

善
は
12
月
号
の
村
民
だ
よ
り
で
掲
載
し
入
団
促
進

を
図
っ
て
い
る
。
女
性
団
員
確
保
は
約
10
％
目
標

は
達
し
て
い
る
。
機
能
別
分
団
員
は
、
定
年
制
を

設
け
て
い
な
い
の
で
導
入
の
考
え
は
な
い
。
児
童
・

学
生
へ
の
消
防
活
動
の
啓
蒙
の
た
め
の
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
等
の
設
置
は
非
常
勤
消
防
団
で
は
困
難
。
小

中
学
生
の
防
災
教
育
、
訓
練
は
要
望
が
あ
れ
ば
可

能
な
限
り
協
力
。
高
校
生
は
防
災
訓
練
時
に
避
難

所
運
営
の
補
助
と
し
て
村
職
員
と
共
に
参
加
し
て

い
る
。
消
防
車
両
や
ド
ロ
ー
ン
運
転
な
ど
資
・
機

材
を
運
用
す
る
た
め
の
資
格
を
今
後
取
得
す
る
人

に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
対
応
。

地
域
防
災
の
も
う
一
つ
の
要
。
自
主
防
災
組
織

（
自
治
会
）
の
活
性
化
の
た
め
、
自
治
会
を
作
る
べ

き
で
は
？

普
段
か
ら
助
け
合
い
の
習
慣
が
あ
る
地
域
の
自

治
会
が
あ
れ
ば
、
地
域
毎
の
防
災
意
識
の
徹
底
等

の
避
難
な
ど
に
役
に
立
つ
。
自
治
会
で
防
災
リ
ー

ダ
ー
や
自
治
会
組
織
の
育
成
は
住
民
が
自
発
的
に

設
立
し
な
け
れ
ば
、
目
指
す
機
能
を
十
分
に
発
揮

で
き
な
く
継
続
的
活
動
が
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

■問■問 □答□答
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戦
争
は
い
け
な
い
と
い
う
理
想
を
語
る
だ
け
で

な
く
、
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
ど
の
よ
う
に

す
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
教
育
が
大
切
。

国
際
政
治
な
ど
は
大
き
な
流
れ
を
学
ぶ
が
掘

り
下
げ
た
教
育
は
し
て
い
な
い
。

憲
法
前
文
に
は

「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の

公
正
と
信
義
を
信
頼
し
て
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存

を
保
持
し
よ
う
と
決
意
し
た
」
と
あ
る
が
戦
う
こ

と
は
悪
な
の
か
、
い
け
な
い
こ
と
な
の
か
。

先
の
大
戦
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
恒
久
平
和
を

願
う
憲
法
を
制
定
し
た
が
第
9
条
に
謳
わ
れ
て
い

る

「
戦
争
の
放
棄
」
は
自
衛
の
た
め
の
戦
争
は
放

棄
さ
れ
て
い
な
い
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
し
、
自
衛
隊

法
も
あ
る
。

戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
教
育
に
つ
い
て
。

平
和
を
維
持
す
る
教
育
と
捉
え
児
童
・
生
徒

が
良
好
な
人
間
関
係
の
中
、お
互
い
に
意
見
を
出
し

合
い
、
硫
黄
島
洋
上
慰
霊
祭
を
は
じ
め
と
す
る
平

和
の
大
切
さ
を
理
解
し
維
持
す
る
小
笠
原
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

お
が
校
生
未
来
の
夢
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
。

今
年
度
か
ら
実
施
し
た
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
り
、
高
校
生
が
夢
を
持
ち
、
追
い
求
め
る
こ
と

は
そ
の
後
の
人
生
を
豊
か
に
し
、
成
長
を
促
す
。

充
実
し
た
人
生
を
築
く
手
助
け
を
し
て
い
く
。

母
島
支
所
が
簡
易
郵
便
局
を
受
託
し
た
令
和

3
年
4
月
以
降
、
不
自
由
な
く
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
支
所
と
し
て
の
業
務
と
簡
易
郵
便
局

事
業
と
は
分
離
し
て
行
う
の
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。
日
本
郵
便
直
営
局
の
設
置
に
は
相
当
高

い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
が
、
設
置
実
現
に
向
け
て
要
望

し
て
い
く
答
弁
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

昨
年
6
月
定
例
会
終
了
後
、
12
月
ま
で
に
4

回
、
本
年
に
入
っ
て
3
回
議
長
と
共
に
先
方
の
社

長
、
役
員
と
交
渉
し
た
が
採
算
性
、
将
来
の
成
長

戦
略
を
度
外
視
し
た
新
規
直
営
の
設
置
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
、
今
は
い
つ
ま
で
に
設
置
で
き
る
と
い
う

話
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
簡
易
郵
便
局
事
業
の
職
員

の
休
暇
が
取
得
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
件
に
つ
い

て
は
交
渉
の
結
果
、
今
年
8
月
に
休
暇
取
得
約
20

日
間
、
日
本
郵
便
職
員
か
ら
の
派
遣
が
あ
り
、
休

暇
取
得
が
出
来
た
。

受
託
契
約
が
来
年
3
月
で
更
新
を
迎
え
る
が
、

支
所
で
の
事
業
を
更
新
し
な
い
旨
、
申
し
入
れ
て

は
ど
う
か
。

受
託
契
約
を
更
新
せ
ず
解
除
す
る
場
合
、
90

日
前
に
申
し
入
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
引
き

続
き
直
営
局
の
設
置
に
向
け
て
、
議
会
と
協
力
し

て
要
望
活
動
を
し
て
い
く
。

■問

■問

一般質問

村長...直営局設置に向け要望続ける。

教育長...平和の大切さを理解し、維持す
る小笠原学習に取り組んでいる。

母島支所での郵便事業の進捗状況について

戦争と平和について考える

稲垣 勇

片股 敬昌

□答

□答

■問

■問■問 ■問

□答

□答□答□答
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迷わず行けよ、行けばわかるさ！

今年の11月、滋賀県にあるJIAM全国市町村国際文化研究所にて

全国から約100人の新人議員が抽選で選ばれ、みんなで研修するとい

う機会に恵まれました。琵琶湖のすぐそばで、3 日間の宿泊で新人議

員としての学びをしてきました。

議会の仕組みやルール、沢山の事例など新人議員としてとても大き

な学びとなりました。そして、出逢った同期の議員仲間はかけがえのな

いご縁となりました。多様な世代に性別も違ったりしますが、お互いが同

じ時代のタイミングで議員になった仲間です。土地やイデオロギーは違

えど、その土地を良くしようと活躍する議員であることには変わりありま

せん。他地域の話を聞いて、色んな事が小笠原に反映できると確信し

ました。

そして客観的に小笠原村議会を見てみて、高齢化や女性議員がい

ない事など課題はもちろんありますが、小規模であること、Youtube 配

信にアーカイブ化、議会報告会の実施、会派がない事、執行部と議会

の両輪の関係など、良い部分も沢山見えてきました。

この研修での学びとご縁を今後の活動に活かしていきます！

滋賀、新人議員研修レポート
宮城 ジャイアン

100 人の新人議員の研修風景

グループワークの素敵な議員
メンバー

出張日 出張用務

10/５

10/11

10/12

令和５年度市区町村長及び
市町村議会議長総務大臣表彰式

東京都行政部長訪問・意見交換（議員5名）

硫黄島戦没者及び旧ソ連抑留中死亡者遺骨引渡式
及び遺骨収集団解団式参列

東京都議会各会派訪問・意見交換（全議員）

山梨県南アルプス市行政視察（全議員）

10/13

硫黄島基地隊開隊５５周年記念式典出席

島しょ町村議会議長会第2回臨時総会出席

都町村議会議長会視察（島根県琴浦町）出席

10/16～17

島嶼一部事務組合臨時総会出席

全国市議会議長会基地協議会関東部会総会出席

日本郵政、小笠原海運訪問

10/26～27

竹谷とし子参議院議員、塩田博昭参議院議員、
朝日健太郎参議院議員訪問

アイランダー２０２３、
TOKYO収穫祭２０２３へ出席

第４１回離島振興市町村議会議長全国大会出席

第６７回全国町村議会議長会全国大会出席

11/７

11/８～９

11/10

11/13

11/14

11/18

11/28

11/29

11/15

議 長 出 張 報 告
令和 5 年 12 月 14 日、 小笠原村議会は、 パレスチナ自治

区ガザにおける戦闘において、 平和的対話による解決、 人

道的見地による即時停戦を求める 「パレスチナ自治区ガザ

における平和の早期実現を求める決議」 をいたしました。

パレスチナ自治区ガザにおける
平和の早期実現を求める決議
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問い合わせ先　小笠原村議会事務局　電話 2-3118　FAX　2-3208　メール gikai@vill.ogasawara.tokyo.jp

編 集 後 記
　コロナ５類後、 初めてのお正月を迎えた。 おがさわら丸の乗客も 700 人を超えコロナ前の賑わいが少し

ずつ戻ってきているようだ。 元日には一般島民も参加できる 「二十歳を祝う会」 が開催され、 一人一人

の心温まる素敵なスピーチを聞けた。 小笠原の外に出て改めてふるさとの良さを知ることのできる２年間

は大人になるためのとても大切な時間だと思う。

　そんな平和な小笠原だが元日に起きた能登の地震、 2 日に起きた羽田での事故、 ガザやウクライナで

の戦争と何が起きるかわからない時代ではある。１２月の議会では３人の議員が防災について質問をした。

また、 村議会として 「パレスチナ自治区ガザにおける平和の早期実現を求める決議」 も行った。 被災さ

れ亡くなった方のご冥福を祈るとともに、 平時に何ができるか改めて考え、 災害に強いコミュニティを作り、

平和を発信し続ける議会でありたい。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清水　良一

●　議会だより編集委員　　　　　安藤重行　清水良一　平野悠介　宮城ジャイアン

令和6年 第 1回 定 例 会 会 議 日 程 表（ 予 定 ）令和6年 第 1回 定 例 会 会 議 日 程 表（ 予 定 ）
月日 開始時間 会議名 内容

3月13日（水）

3月14日（木）

3月18日（月）

3月19日（火）

午前10時

午前 9時

午前11時

午後 2時

午後 3時

午前 9時

午後 2時

午後 4時

本会議

総務委員会

硫黄島調査特別委員会

小笠原航空路開設推進特別委員会

本会議

予算特別委員会

予算特別委員会

本会議

会期の決定、一般質問等

議案審議

議案審議

現時点での会議予定です。
会議日程については変更がある場合がありますのでご容赦ください。

● 映像の配信について

定例会当日は、 TV １１チャンネルで中継放送、 Youtube でライブ配信を行います。

過去の議会録画中継は、 アーカイブ配信しています。

【小笠原村公式チャンネル】
URL ： https ://www.youtube.com/@boninl ive5930/streams

会議での発言内容など詳しく知りたい時は、 会議録をご覧ください。

〇村役場議会事務局、 地域福祉センター図書室

〇母島支所、 母島図書室で閲覧できます。

また、 パソコンやスマートフォンなどで見ることもできます。

小笠原村公式サイト　→　議会事務局　→　会議録で　　検　索


